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Ⅰ．法人の概要                 

（平成３０年３月３１日現在） 

法人の名称  公益財団法人吉野川紀の川源流物語 

設立年月日  
平成 14 年 4 月 1 日 

平成 24 年 4 月 1日名称変更し、移行したことにより設立 

定款に定める 

目的 

この法人は、「樹と水と人の共生」を目指し、吉野川・紀の川の源流

部を拠点に、その自然的価値、文化的価値を大切にし、流域をはじめ都

市部の人々にこれを伝え、共に考え、行動するため、体験学習・交流活

動を通じて、広く啓発や環境教育に関する事業を行う。そして、これに

必要となる拠点施設や関連公共施設の維持管理・運営に関する事業を行

い、源流域の自然環境保全活動に努める。これらの活動により、流域を

はじめ都市部の人々と水源地域を結び、もってそれらの人々の公共利益

に寄与することを目的とする。 

定款に定める 

事業内容 

この法人は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

（１） 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

① 「吉野川源流－水源地の森」体験学習プログラムの提供 

② 森づくり体験学習プログラムの提供 

③ 体験学習を通じた環境教育の実施及び支援 

④ 水源地域の環境保全にかかわる人材の育成 

（２） 流域交流・啓発にかかわる事業 

① 水源地域の自然及び文化を介した交流行事の実施 

② 水源地域の環境保全の普及啓発のための行事等の開催、印

刷物等の刊行、電子情報媒体の作成 

（３） 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

① 水源地域及び流域における参加型観察調査会の実施 

② 「吉野川源流－水源地の森」自然実態調査の実施 

③ 源流部における斜面崩壊地での対策実験及び経過観察の

実施 

（４） 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

① 展示を通じて情報発信を行う施設の管理・運営 

② 源流部での体験活動の拠点となる森とこれに附帯する施

設の管理 

（５） 学習教材や、啓発関連物品等の販売 

（６） 他団体からの依頼にもとづいてこの法人が構築する情報や

技術によって対応可能な業務の受託 

（７） その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

２ 前項第１号から第４号までの事業は、公益目的事業とし、奈良県内

で行う。 

主たる事務所 〒639-3553 奈良県吉野郡川上村大字迫 1374 番地の 1 
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役 員 等 

 

評議員（五十音順） 

浦西 勉  （龍谷大学教授 元奈良県教育委員会） 

新井 寿彦 （川上村教育委員会次長） 

芝  栄司 （和歌山県企画部地域振興局地域政策課長） 

霜上 民生 （一般社団法人近畿建設協会理事長） 

白井 光典 （和歌山市水道局長） 

津本 多正 （川上村議会総務文教委員長） 

西川 浩至 （奈良県水道局長） 

春増 薫  （川上村議会議長） 

宮岸 幸正 （大阪工業大学副学長） 

村田 崇  （奈良県地域振興部長） 

森脇 深  （川上村地域振興課長） 

山口 孝次 （橋本市上下水道部長） 

 

理事（代表理事・業務執行理事を除き五十音順） 

栗山 忠昭  代表理事・理事長（川上村長） 

阪口 和久  代表理事・副理事長（川上村副村長） 

今福 和男  業務執行理事（川上村水源地課長） 

辻谷 達雄 （元 森と水の源流館館長） 

西久保 智美（コミュニティライター） 

橋本 裕行 （奈良県立橿原考古学研究所企画部企画課長） 

宮口 侗廸 （早稲田大学教授） 

村上 健  （奈良県地域振興部地域政策課長） 

横田 岳人 （龍谷大学准教授 教養教育センター副センター長）

 

監事（五十音順） 

辰巳 八郎 （川上村監査委員） 

中島 誠  （税理士） 

 

主 な 会 議  

 

定例理事会  ６月 ９日（前年度事業報告及び決算の件ほか） 

定時評議員会 ６月２４日（評議員選任の件、理事の選任の件 

前年度事業報告及び計算書類等の承認） 

臨時理事会  ６月３０日（代表理事、業務執行理事の選定） 

臨時理事会  ９月１９日（利益相反取引に関する承認） 

定例理事会  ３月２２日（次年度事業計画及び収支予算書の件ほか）
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Ⅱ．事業の状況 

公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

吉野川・紀の川の源流及び水源地域の自然環境や文化を資源とした環境学習及び体験等

のプログラム実施を通じて、環境保全や保護についてともに考え、行動するきっかけを提

供する。そして流域をはじめ都市部の人々と水源地域の交流を促進し、これらの地域の環

境に対する意識の向上ならびに環境保全に寄与する事業。 

 時期 回数
参加 
数等 

概要 

水源地の森ツアー（一般公募型） 4・7・11 月 3 回 53 名 水源地の森での体験学習の実施 

団体（企業含む）研修等での利用 通年 64 件 2,278 名 水源地の森散策や森づくり体験等 

環境教育支援（学校対応） 通年 83 件 4,106 名
小学校から大学までの見学案内及

び出張源流教室 

森と水の源流館授業づくりセミナー 7～1 月 5 回 65 名 
近畿 ESD ｺﾝｿｰｼｱﾑとの連携事業で教

員のための授業計画づくり 

源流学の森づくり 

（源流人会等の活動） 
5・11 月 2 回 15 名 

一旦伐採された二次林での森林整

理作業、「源流学」実技体験 

白屋草刈りボランティア 6・10 月 2 回 38 名 

旧白屋地区で、草刈り・外来種駆除

を行い、水源地域の環境保全にかか

わる人材の育成 

 

公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域をはじめ都市部の人々と相互に交流することによって、源流及び水源

地域の自然環境や文化的価値を見出し、大切に守り育てていくことを目的とした啓発イ

ベントや講座を実施する。そして自然環境について高い意識をもった人材育成につなげ

ることで、これらの地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数
参加
数等

概要 

夏休み（館内）プログラム 7～8 月 4 種 114 名 昆虫図鑑づくり、学習ｼｰﾄほか 

源流のつどい 7・8・1月 3 回 52 名
氷瀑ツアー、NPO 法人山野草の会と

交流、源流の日コンサートなど 

源流のつどい 

「開館 15 周年記念日」 
4 月 29 日 1 回 300 名

新規映像プログラム披露やｽﾗｲﾄﾞｺ

ﾝｻｰﾄ､事業をふりかえるﾄｰｸｼｮｰな

ど 

川上村環境基本計画推進業務 通年 7 回 130 名

住民参加型環境クラブ活動と役場

公共施設職員研修の企画・実施、村

民流域学習会の運営など 

森守募金キャンペーン 

on おはなしカーニバル 
5 月 28 日 1 回 200 名

多様な団体とともに実行委員会形

式で運営に参加し募金を呼びかけ

流域等各地へのＰＲキャラバン 通年 12 回 700 名

源流ﾂｰﾘｽﾞﾑﾄｰｸｼｮ （ー枚方市）神戸市

水の科学博物館、風土記まつり、お

もしろ環境まつり（和歌山市）など

機関誌『ぽたり』発行 7・11・3月 3 回 - 
財団の動きや、各事業報告、調査レ

ポートなど 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

水源地域における環境保全の啓発や環境教育を行う拠点となる施設やフィールドを一体

的に維持管理及び運営を行うことで、地域環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数
参加 
数等 

概要 

「森と水の源流館」管理 通年 － 
利用者 

11,282名

日常の維持・管理、運営。定期点検、清

掃、補修 

開館 15 周年記念行事に合わせ『ぽたり』

表紙展・川上村の美しい情景展、企画展

「川上村のばった Batta ｔo バッタ展」 

「吉野川源流－水源地の森」管理 通年 46 回 － 
散策路周辺の見回り・点検、補修 

（入山者 577 名） 

「水源地の森交流施設」管理 通年 12 回 － 
水源地の森に付帯する休憩・管理施設

の見回り・点検、補修 

 

 

 

 

            

      

  

公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

吉野川・紀の川流域の源流部における自然的価値及び文化的価値を大切にするため、流域

をはじめ都市部の人々にも参加を求めながら調査・研究を行い、その成果の発信を行うこ

とを通じて、これらの地域の環境保全ならびに向上に寄与する。 

 時期 回数
参加 
数等 

概要 

吉野川紀の川しらべ隊 5・8・9月 4 回 180 名
参加体験型でのコケ・水生生物・

昆虫・シダの観察 

水源地の森自然環境調査 10 月 2 回 4 名 希少植物の調査 

巨樹・古木調査 8～3 月 20 回 70 名 川上村内の巨樹・古木の現状調査

専門家による調査・研究 6・7・9・10 月 7 回 34 名 
植物（下層植生・ﾄｶﾞｻﾜﾗ）・菌類な

ど研究者の調査支援 
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収益事業Ⅱ 受託事業 

他団体からの依頼にもとづいて当財団が構築する情報や技術によって対応可能な業務を

受託実施する。 

 委託者 時期 概要 

和歌山市民の森管理業務委託 和歌山市 8～3月 3ha の二次林管理作業 

和歌山市民の森源流体験学習業務委託 和歌山市 10 月 
水源地の森学習会として実施 

2 回予定が台風の影響で 1回中止 

水のつながりプロジェクト実施等に係る業務 川上村 4 月～12 月
農作業や源流散策など平野部の相

互交流事業実施支援、報告書作成 

吉野川紀の川型流域連携モデルの具現化業務 川上村 12～3月 上流・中流・下流のめぐみと人をテ

ーマにつながりを視覚化・PR 展開

吉野川分水の多面的機能PR資料作成委託業務
奈良県 

農村振興課
1～3月 多面的な受益を紹介する学校教材

の活用をめざしたポスターを制作 

 

 

収益事業Ⅰ ミュージアムショップ事業 

拠点施設において、訪問の記念となる品とともに、源流及び水源地域の支援・ＰＲ並びに

自然環境の保全・啓発等に寄与する関連商品の販売を行う。 

概要 

オリジナル商品（副読本・絵本・ポストカード・楽曲 CD など）。地域の自然・歴史・文

化・伝承を紹介した商品（書籍・地図など）。環境に配慮した製品（洗剤など）。村内で生

産された商品（ペットボトル入湧水・雑貨品など）。自然観察用品（野帳・ルーペなど）。

このほか夏休み・企画展・行事などに合わせ、関連する書籍や商品を適宜販売。 
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公益事業Ⅰ 環境学習・体験プログラムの提供にかかわる事業 

一般公募や団体の要望により企画する「水源地の森ツアー」のほか、源流地域の自然や文

化にふれる体験型ツアー形式などによる研修の受け入れを行った。 

 

【一般公募型 水源地の森ツアー】 

4 月・7月・11 月開催、53 名が参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【企業や行政など団体による研修等の利用】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南都銀行新入社員研修（4/20）       吉野郡教員新人研修（8/1） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関西電力労働組合森づくり（11/10・11）   流域協議会水源地の森ツアー（3/25） 

関西電力労働組合の森づくり体験では、除伐・防鹿柵の設置のほか、初めての試みとして地域への協力

（伯母谷地区の清掃活動への協力）を実施。 
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【環境教育支援（学校対応）】 

森林環境学習の受入れや「出張源流教室」を実施。森林環境保全促進和歌山市議会議員

連盟から和歌山市教育委員会への呼びかけでも実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

畝傍高校ｽｰﾊﾟｰ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾊｲｽｸｰﾙで利用（5/9）   出張源流教室（11/13 ほか 16 件実施） 

 

【森と水の源流館授業づくりセミナー（近畿 ESD コンソーシアム）】 

現役小学校教諭を対象に実際に 2 学期から行う授業の単元計画作成に対し、奈良教育大

学次世代教員養成センターが指導にあたるセミナー。森と水の源流館等を会場に 5 回連

続で開催。森と水の源流館スタッフは学習素材や流域に関する情報を提供。回によって

学生や財団理事も参加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【源流人会の活動など】 

水源地域の環境保全にかかわる人材育成山村に残る知識や知恵、技を「源流学」として

共有することを目指して実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「源流学の森づくり」（5/3・11/25）     「白屋草刈りボランティア」（6/3・10/1） 
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公益事業Ⅱ 流域交流・啓発にかかわる事業 

源流地域の魅力を介して、都市部の人々との交流をはかる催しの開催や、各地に出かけて

のＰＲ・普及啓発に取り組んだ。 

 

【源流のつどい】 

川上村が推進する「源流ツーリズム」に向けた資源発掘、地域活力の醸成支援および東

熊野街道・御船の滝でのエコツアーを実施したほか、NPO 法人山野草の会（桜井市）と

の交流を深化。 

 

 

 

 

 

 

 

 

東熊野街道ウォーク（7/15）          御船の滝氷瀑ツアー（1/27） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO 法人山野草の里交流会（8/16 桜井市内にて実施。9/16 の川上村訪問は中止） 

 

【夏休み（館内）プログラム】 

夏休み期間中「宿題応援！」を掲げ、館内見学用の「学習シート」の配布ほか、講師を

招いて「昆虫図鑑づくり」・「切って貼って花づくり」などの体験プログラムを提供。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「昆虫図鑑づくり」（8/15・16）        「切って貼って花づくり」（8/20） 
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【流域ほか各地での情報発信・ＰＲ、啓発活動】 

流域市町村で開催される行事への出展のほか、川上村が推進する「源流ツーリズム」事

業への協力として、枚方市Ｔ－ＳＩＴＥ（TSUTAYA）での「ネイチャーフォトグラファ

ー内山りゅうさんとクロストーク」のコーディネーター役。また ESD に関連する報告・

発表の機会が増加。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「和歌山おもしろ環境まつり」出展（12/2）    内山りゅう氏とのクロストーク（5/20）   

 

 

 

 

 

 

 

 

全国社会科研究大会での発表協力（10/27）   全国 ESD フォーラム（東京）での報告（11/24）   

 

【川上村環境基本計画推進業務】 

役場・公共施設職員の研修会や村民を対象とした流域学習会、また和歌山市生活排水対

策指導員交流の支援などを実施した。職員研修では「水のつながりプロジェクト」に関

して、役場等で全体で周知がされるよう、また協力農家にも川上村の取組みが理解され

るよう交流会として企画。「環境クラブ活動」では、こめ油を使った料理講習会を開

催。 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域学習会 加太桜鯛まつり（和歌山市）（3/10） 大和平野農家を招いた意見交換会（2/27） 
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【機関誌『ぽたり』No.39・40・41 号発刊】 

活動報告や調査結果などを記載し、夏・冬・春の定期発刊。源流人会会員、村内観

光施設、村内図書館、国会図書館ほかへ配布。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【「開館 15 周年記念日」】 

森と水の源流館の開館 15 歳の誕生日にあたる 4 月 29 日に開催。源流の森シアターの多

面的な活用の可能性のデモンストレーションの意味で、コンサートやトークショー、発

表やワークショップなどの要素を盛りあわせた内容とした。紀の川じるしの表現として

流域で生産されている食材を使用した「紀の川じるしの御弁当」も提供。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮口理事（早稲田大学名誉教授）挨拶   ピアノコンサート＆フォトスライドショー 

 

 

 

 

 

 

 

 

流域連携をふりかえるトークショー      源流人会メンバーが車座で意見交換 
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【源流の日コンサート】 

全国豊かな海づくり大会のあった 11 月 16 日は川上村源

流の日と制定されており、森と水の源流館では松谷文美

氏（音楽コーチ、作曲・歌手）のコンサートを開催。オリ

ジナル曲や「源流は水の源、水は命の源」ということで、

生命を考える曲で源流の森シアターいっぱいに集った聴

衆を魅了。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【環境省 グッドライフアワードの PR】 

紀の川じるしの取組みなどで、昨年度に環境省グッドライフアワードにおいて「グッド

ライフ特別賞」を受賞したことを、環境省の WEB サイトから、あらためて取材を受けて

作成されたコンテンツが発信。 
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公益事業Ⅲ 源流域の自然や歴史の調査・研究にかかわる事業 

調査事業では、源流地域の環境の実態把握と周知をねらいとして、流域をはじめ都市部の

人々に協力を呼び掛けた参加型の調査も実施した。 

 

【吉野川紀の川しらべ隊】 

川上村内のほか、吉野町など流域市町村をフィールドに観察会を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

「吉野山のコケを調べよう」（5/7 吉野町）   「水生生物をしらべよう」（8/5 川上村） 

 

 

 

 

 

 

 

「身近な虫をしらべよう」（8/12 川上村）  「喜佐谷のシダをしらべよう」（9/30 吉野町） 

 

【専門家や研究者による調査・視察】 

 

 

 

 

 

 

 

「水源地の森」下層植生調査（6・10 月）      川上村内の巨樹古木調査（通年） 

 

 

旧白屋地区の環境調査・定点観察（通年）の結果は 

川上村が取組む「未来への風景づくり」と連携し、

旧白屋地区での環境学習を考察するための基礎資

料とし、調査成果は「かわら版」で発信。 
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公益事業Ⅳ 拠点公共施設の管理・運営にかかわる事業 

【「森と水の源流館」の管理】  

館の維持管理、案内や企画展・歳時展示を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

企画展「川上村のばった Battaｔo バッタ展」（7/1～10/29） ミュージアムトーク（8/11） 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館 15 周年記念『ぽたり』表紙展（4/6～6/27）    川上村の美しい情景展（4/29） 

 

 

 

 

 

 

「川上村で出会った～緑・人・水～」絵画展（1/4～3/31） 

北階段のｷﾞｬﾗﾘｰに展示する作品を一般公募し、展示。 

 

【「吉野川源流－水源地の森」・「水源地の森交流施設」の管理】 

水源地の森内の散策路や簡易な木橋の復旧、また付帯する休憩施設・管理棟の定期見回

り・点検、簡易な補修を実施。 

 
 
 
 
 

 

「水源地の森」見回りと散策路の補修 
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収益事業 （受託事業） 

【和歌山市民の森源流体験学習業務】（和歌山市） 

平成 16 年度から継続する和歌山市民の森づくり事業。現在は現地までの林道の崩落により

水源地の森での学習会を実施。10 月に 2 回を予定していたが、台風の影響のため 1 回が中

止となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【水のつながりプロジェクト実施等に関する業務】（川上村） 

大和平野土地改良区の農家作業の体験を通じて、源流部と平野部の小学生の交流事業や大

人向け源流トレッキングなどの運営を受託。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水土里の会の農家の指導で、田植え体験（6/13）・稲刈り体験（10/24）（橿原市内） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平野部の子どもの源流体験（9/8）    協力農家インタビューを加えた報告書      
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【吉野川紀の川型流域連携モデルの具現化業務】（川上村） 

吉野川流域の産業従事や教育関係機関を中心とするキーパーソンととも取組む「紀の川

じるし」の活動をさらに具現化し、浸透させ、協力者を広げるた業務。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「紀の川じるしの見本市」（3/16～18） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「紀の川じるしの見本市」にあわせて制作した冊子『水をめぐる物語』 
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【吉野川分水の多面的機能 PR 資料作成委託業務】（奈良県農村振興課） 

「水のつながりプロジェクト」でもかかわりが深まった吉野川分水について、農家以外

の人々にも恩恵がある多面的な役割をPRすることを目的としたツール作成業務を受託。 

ESD でつながりのできた教員のニーズを意識し、学習教材にもなる B2 ポスターとした。 
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パブリシティ（新聞ほか掲載記事） 
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